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A をい次元 コークリッド 空間 での 有界閉集合 とする

A 内 の 任意 の 点列 4 m品をとると A は有界であり ､ {がuCA であるから{は有界点列である｡
R”
の低意の 有界点列9 xm品が 収東部分別をもつ … (*) を 示 す

各m に対して兆 m はい次元ベクトルで (Ym ､思 ) と 表すことにする

ただい Ym は 第 1 成分出いは第 2成分 から 第 い 成分 まで 並べたーに 次元ベロトルとする

n 1 のとき､ ボルツァーノーワイエルシュトラスの定理よりR 上の 数列 が有界のとき

収東分削 をもつので､ 命題 (* ) を 満たす

点列 ↓ が mYは
1

R ”における 有急別であるから､ '=( xn 2m… xnw)とすると ､
ー

T M EIR sit . tmEN , OENximexzz t …xim ≤ M が成 り立 ｡

ここではu 二水 cm ､い = 1 xcm … 21@ ) でつ 0 であるので ､

ー

OENcENxeent… + xuniM が 成感り 立て

よっ ､ 衰的列触線 は 心における 有解点列である ｡

ここで ､命題 C *) がいにいのとき 成感 りっとすると ､点列勾品 は 収束部分例をもつ

これを 触 mch)といし袋Amlh)にB とする ｡

この 添字の 部分列{ mia｣最強 に関する { なm いの部分列をm器とする｡
ー

言で､｢
品､呼\nに有界点関皆でぁ

｡ ､器に
N+x 都器器災” 成知 ので

OCGN に 対 て mk) ε M についても 同様にり立 つ｡

よって､ ↓ は m (｣ }はだ 有界衰列 であり ､い = 1のとき命題(* ) がり 立つことから

収束部分列 { Ymikle｣ 強 をもなっ飛gYlace'= a とする ｡

VE2 O をとる ｡ nl )に 1Dより､ AK 飛 ? K ､ d (出､曲 )く ε

ここで ､ l ? k ( lEM )とすると ､Dmlkiene ” はm} の 部分列 なので､
Kllal2 k が成り 立ち ､ d ( Ilkce ') ､b ) <ε が成 りつ

つまり ､LimesAemlkcel ) =わとない limers Ruck(e, ) = (a .
1b)

従 って ､いいものときにも命題 し*) が 成 りの 数学的帰納法より､ AntM にし､ 命題 (*) は成 り 立て

また
､
Aは 閉集合であるから ､ [A .B ) ε A である ｡

よっていの次元ユークリッド空間上で ､ 有界閉集合内の 任意 の 点列 は 収束分的列 をもってい

その 収東先はその 有界閉集合内 であるので ､ 点列 コンパクトである ｡

免理 30 .
2 より ､n次元ユータリッド空間CRの 有界閉集合 はアンパクトである ､


